
おしゃまんべ

毛がにまつり大盛況
　７月１～２日、毛がにまつり

が開催されました。今年は両日

とも晴天に恵まれ、来場者は過

去最多の２５，０００人にのぼり、会

場は大にぎわいでした。
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（２（２）） おしゃまんべ議会だより 第１９２号

第 ２ 回

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

平成29
年

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

○
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２９

　
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
７
５
３
万
８
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
　４６

億
５
６
６
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
の
お
も
な
補
正
は
、

国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
な
ど

の
追
加
、
歳
出
は
、
先
進
的

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
補
助

金
や
地
球
温
暖
化
対
策
計
画

改
訂
業
務
委
託
な
ど
の
追
加

で
す
。

○
平
成
　
年
度
公
共
下
水
道

２９

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

　
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、

２２予
算
総
額
３
億
３
３
２
７
万

９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

　
村
計
画
の
変
更

　
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て

実
施
す
る
多
子
世
帯
保
育
料

等
軽
減
補
助
金
事
業
、
地
域

保
育
所
等
補
助
金
事
業
、
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

計計計計計計計計計計計

画画画画画画画画画画画

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算算算算算

　平成２９年第２回定例会は、６月１５

日から２０日までの６日間の会期で開

かれました。

【６月１５日】

　木幡町長から行政報告が行われ、

その後、各種計画の変更や策定、補

正予算等の審議をしました。

　また、農業委員会委員１１名の任命

について同意しました。

【６月２０日】

　一般質問に４人の議員が登壇し、

町政に対しての所信をただしました。

　慎重に審議した結果、本定例会に

提案された議案すべてを原案のとお

り可決し、閉会しました。

一般会計補正予算 １億2,753万円
主な補正事業　◇先進的アグリビジネス事業補助金

　　　　　　　◇地球温暖化対策計画改訂業務委託　など



（３（３））おしゃまんべ議会だより 第１９２号

金
事
業
の
財
源
に
、
後
年
度

交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎
対

策
事
業
債
を
申
請
す
る
た
め
、

本
計
画
に
当
該
事
業
を
追
加

し
ま
し
た
。

○
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

　
定

　
国
縫
振
興
会
館
等
の
改
築

に
あ
た
り
、
後
年
度
交
付
税

措
置
の
あ
る
辺
地
対
策
事
業

債
を
申
請
す
る
に
は
、
辺
地

の
事
情
や
施
設
の
整
備
の
方

法
、
整
備
に
要
す
る
経
費
、

財
源
内
訳
等
を
事
項
と
す
る

計
画
が
必
要
で
あ
る
た
め
策

定
し
ま
し
た
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
平
成
　

年
７
月
　

日
を

２９

１９

も
っ
て
現
委
員
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
　
人
を

１１

新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
　
馨
　
　
氏

　
中
込
　
真
規
夫
氏

　
門
間
　
浩
司
　
氏

　
脇
　
　
敏
昭
　
氏

　
木
村
　
正
行
　
氏

　
加
藤
　
京
子
　
氏

　
佐
野
　
孝
一
　
氏

　
土
本
　
治
　
　
氏

　
佐
橋
　
和
哉
　
氏

　
辻
　
　
紀
樹
　
氏

　
柏
倉
　
恵
里
子
氏

○
専
決
処
分
の
承
認

　
（
平
成
　
年
度
国
民
健
康

２９

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
第
１
号
）

　
平
成
　
年
度
の
歳
出
に
対

２８

し
て
歳
入
が
不
足
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
の

２９

歳
入
を
繰
り
上
げ
て
補
填
す

る
た
め
の
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
契
約
目
的
】

　
葬
斎
場
改
修
工
事
（
建
築

　
主
体
）

【
契
約
金
額
】

　
２
億
２
２
４
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
山
本
組

○
財
産
の
取
得

【
取
得
財
産
】

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽

車
Ⅱ
型
（
大
型
水
槽
付
消

防
車
）

【
取
得
金
額
】

　
５
９
７
２
万
４
０
０
０
円

【
取
得
の
相
手
方
】

　
札
幌
市
　
株
式
会
社
北
海

　
道
モ
リ
タ

○
議
員
の
派
遣
承
認

　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

主
催
議
員
研
修
会
及
び
長
万

部
町
議
会
議
員
研
修
会
に
議

員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

　
中
の
継
続
調
査

同同同同同同同同同同同

意意意意意意意意意意意

そそそそそそそそそそ

のののののののののの

そ

の

他他他他他他他他他他他

議会議員研修会

　７月４日、札幌コンベンションセン

ターにおいて北海道町村議会議員研修

会が開催され、「トランプ政権と日本経

済～地域経済への影響は？」と題して、

慶応義塾大学経済学部教授の金子勝氏

より、また、「日本政治の昨日・今日・

明日」と題して、日本放送協会解説副

委員長の島田敏男氏より講演を受けて

きました。
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（５）おしゃまんべ議会だより 第１９２号

　
辻
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
「
人
命
」
を
第
一
と
し
、

町
内
会
単
位
や
津
波
発
生
時

を
想
定
し
た
全
町
民
対
象
の

避
難
訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
避
難
に
つ
い
て
は
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
１
、
災
害
発
生
時
に
、
い

ち
早
く
住
民
に
知
ら
せ
る
た

め
の
Ｆ
Ｍ
電
波
の
利
用
を
協

議
し
た
が
、
諸
条
件
が
整
わ

ず
導
入
を
断
念
し
た
た
め
、

今
年
度
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
の
導
入
に
向
け
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｍ
電
波
を
利
用
し
た
場

合
、
端
末
機
を
設
置
す
る
こ

と
で
全
戸
に
情
報
を
伝
達
で

き
る
の
が
利
点
と
さ
れ
て
い

た
が
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
応
策
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。

　
２
、
津
波
発
生
時
、
即
時

に
避
難
行
動
が
で
き
な
い
対

象
者
を
把
握
し
て
い
る
か
。

そ
の
対
策
は
。

　
３
、
災
害
用
備
蓄
品
の
種

類
と
保
管
先
は
。

　
以
上
、
３
点
に
つ
い
て
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
１
点
目
は
、
防
災

行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の

設
置
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と

考
え
て
い
る
。

　
２
点
目
は
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
を
要
支
援
者
と

し
て
把
握
し
て
い
る
。
災
害

発
生
時
の
避
難
支
援
は
、
本

人
及
び
家
族
に
よ
る
「
自
助
」
、

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等

に
よ
る
「
共
助
」
が
基
本
で

あ
り
、
普
段
か
ら
住
民
同
士

が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

し
、
避
難
支
援
者
の
拡
大
を

図
る
こ
と
が
災
害
弱
者
を
救

う
最
大
の
対
策
と
な
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
町
内
会
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

な
ど
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

に
務
め
た
い
。

　
３
点
目
は
、
現
在
、
毛
布

１
７
７
０
枚
、
敷
き
マ
ッ
ト

１
４
２
０
枚
、
給
水
用
　
Ｌ
２０

タ
ン
ク
１
０
０
個
、
給
水
用

６
Ｌ
袋
３
４
０
０
枚
、
非
常

食
５
０
０
食
の
備
蓄
が
あ
り
、

保
管
先
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
浄
水
場
の
３
か
所
で

あ
る
。

　
辻
　
天
災
は
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

十
分
な
対
策
が
必
要
だ
。
防

災
担
当
者
も
１
人
か
ら
２
人

へ
増
員
さ
れ
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
町
長
　
町
に
合
っ
た
防
災

計
画
、
ど
う
や
っ
た
ら
速
や

か
に
町
民
の
命
を
守
れ
る
の

か
考
え
た
い
。
こ
れ
で
い
い

と
い
う
防
災
の
方
法
は
な
い

と
思
う
の
で
、
次
か
ら
次
と

新
し
い
妙
手
を
考
え
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
。

　
１
年
２
年
で
防
災
の
関
係

全
て
は
完
結
で
き
な
い
が
、

何
年
か
か
っ
て
も
、
一
つ
ひ

と
つ
の
積
み
上
げ
が
町
民
の

命
、
財
産
を
守
る
礎
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
持

ち
な
が
ら
詰
め
て
い
き
た
い
。

災害時における避難対策等について

（町長）町に合った防災計画、措置を講じていく

― 辻　紀樹　議員 ―

消防本部指令室
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柏
倉
　
６
月
号
の
町
広
報

に
は
、
地
方
創
生
事
業
で
試

験
栽
培
を
行
っ
て
い
た
リ
ー

フ
レ
タ
ス
販
売
ス
タ
ー
ト
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
、
４
月
に

は
自
家
の
牛
乳
を
使
っ
た

チ
ー
ズ
工
房
も
開
店
を
迎
え
、

長
万
部
町
の
農
業
に
は
ず
み

が
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　
一
方
、
従
来
よ
り
農
作
物

を
収
穫
し
、
土
曜
市
も
盛
況

だ
が
、
担
い
手
の
課
題
が
あ

る
。
東
京
の
銀
座
に
あ
る
長

万
部
酒
場
に
提
供
し
て
い
る

野
菜
も
、
通
年
で
は
提
供
で

き
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
今

後
、
新
幹
線
の
駅
が
出
来
る

と
き
に
は
「
道
の
駅
」
か

「
町
の
駅
」
が
で
き
る
と
す

れ
ば
、
や
は
り
地
場
産
品
を

置
き
た
い
も
の
だ
。

　
担
い
手
の
育
成
や
ぼ
ち
ぼ

ち
村
の
無
農
薬
野
菜
の
生
産

増
量
、
あ
る
い
は
広
く
野
菜

を
作
っ
て
み
た
い
希
望
者
を

募
り
、
農
家
の
方
達
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
出
荷
で
き
る

ま
で
に
持
っ
て
い
く
な
ど
、

大
胆
な
農
業
政
策
に
舵
を
取

る
考
え
は
な
い
か
。
町
長
の

所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
長
万
部
町
の
農
業

の
現
状
は
、
酪
農
や
黒
毛
和

牛
の
生
産
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
乳
価
や
黒
毛
和
牛

が
高
値
で
安
定
し
て
お
り
、

経
営
環
境
は
良
好
で
あ
る
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
の
チ
ー

ズ
工
房
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
は
、
長
万
部
町
農
業
の
活

性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

　
一
方
、
長
万
部
酒
場
か
ら

野
菜
を
通
年
で
安
定
供
給
で

き
な
い
か
と
の
要
望
が
あ
る

が
、
畑
作
に
つ
い
て
は
、
長

万
部
町
の
気
象
条
件
や
土
地

条
件
な
ど
に
も
関
連
し
、
農

家
の
件
数
も
少
な
く
、
冬
期

間
出
荷
す
る
作
物
が
無
い
な

ど
、
現
状
で
は
通
年
で
の
安

定
供
給
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
野
菜
生
産
組
合
が
市
場

で
の
販
売
お
よ
び
「
あ
つ
ま

ん
べ
」
で
の
土
曜
市
や
長
万

部
酒
場
へ
の
販
売
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
年
度
は
地
産

地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、

学
校
給
食
へ
の
提
供
を
で
き

る
よ
う
具
体
的
な
協
議
を
し

て
お
り
、
回
数
は
未
定
だ
が

実
施
で
き
る
見
込
み
だ
。

　
「
担
い
手
育
成
」
に
つ
い
て

は
、
町
内
農
業
の
全
て
に
お

い
て
後
継
者
が
不
足
し
て
お

り
、
担
い
手
不
足
を
解
消
す

る
べ
く
、
新
規
就
農
者
受
入

れ
に
係
る
研
修
制
度
や
補
助

制
度
の
検
討
を
行
う
た
め
、

関
係
機
関
と
の
打
合
せ
お
よ

び
検
討
会
議
な
ど
を
実
施
し
、

農
業
政
策
に
反
映
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
具
体
的

な
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
制
度
を
活
用
し
て
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
従
事
し

て
い
た
だ
き
、
将
来
は
新
規

就
農
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

　
ぼ
ち
ぼ
ち
村
に
つ
い
て
は
、

主
に
移
住
定
住
対
策
が
目
的

で
あ
り
、
農
業
政
策
と
し
て

の
検
討
は
適
当
で
は
な
い
と

考
え
る
。

　
ま
た
、
野
菜
作
り
希
望
者

が
農
家
の
指
導
を
受
け
出
荷

を
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
指
導
に
当
た
る

農
家
の
方
の
意
見
を
聞
き
、

農
業
政
策
と
し
て
可
能
か
検

討
し
た
い
。

長万部町の農業の展望は

（町長）町内農業全てにおいて後継者不足である

― 柏倉恵里子　議員 ―

大人気の土曜市



一

般

質

問

（７）おしゃまんべ議会だより 第１９２号

　
柏
倉
　
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
周
り
に
植
え
て
あ
る
黒

松
の
木
が
、
ど
の
木
も
枝
が

全
て
切
ら
れ
、
一
番
上
に
葉

が
あ
る
だ
け
の
状
態
だ
。
こ

れ
で
は
防
砂
や
防
風
林
の
役

目
も
で
き
ず
、
景
観
も
非
常

に
良
く
な
い
。
し
か
も
、
過

去
に
も
枯
れ
か
け
、
同
僚
議

員
か
ら
「
補
償
問
題
で
は
な

い
の
か
」
と
の
一
般
質
問
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
の
か
、
原
因
と
今
後

の
対
応
を
町
長
に
伺
う
。

　
町
長
　
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
外
周
に
は
、
現
在
　
本
の

８３

黒
松
が
あ
る
。
枝
払
い
を
し

た
理
由
は
、
毎
年
、
除
雪
等

の
道
路
管
理
に
支
障
が
あ
る

部
分
に
つ
い
て
定
期
的
に
枝

払
い
を
し
て
る
が
、
本
年
、

雪
解
け
時
期
に
黒
松
の
枝
折

れ
や
落
下
が
頻
発
し
、
ま
た
、

一
部
変
色
も
見
ら
れ
た
た
め
、

専
門
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
塩
害
で
部
分
的
に

枝
が
枯
死
し
風
で
折
れ
落
下

し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の

う
ち
葉
の
変
色
が
広
が
り
全

体
が
枯
れ
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
、
さ
ら
に
枯
死
し
た

枝
は
虫
が
付
き
や
す
い
た
め
、

別
な
病
気
な
ど
が
蔓
延
す
る

原
因
に
も
な
り
か
ね
ず
、

残
っ
た
部
分
を
生
か
す
に
は
、

な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
枯
死

し
た
枝
を
除
去
し
た
方
が
よ

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
景
観
も
大
切
だ
が
、
学
校

周
辺
道
路
で
の
枝
の
落
下
は
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
ま
た
、

多
く
の
町
民
の
散
歩
道
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
大

変
危
険
で
あ
る
た
め
、
３
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
、
従

来
の
枝
払
い
に
加
え
枯
死
の

あ
る
部
分
の
枝
を
切
っ
た
。

　
枯
死
の
原
因
は
、
昨
年
８

月
　
日
の
台
風
　
号
に
よ
る

３０

１０

塩
害
と
思
わ
れ
る
。
襲
来
時

に
は
、
海
か
ら
の
風
、
最
大

瞬
間
風
速
　
・
２
ｍ
を
記
録

３３

し
、
多
く
の
樹
木
が
倒
れ
、

ま
た
、
当
時
、
高
潮
高
波
警

報
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
吹

き
上
げ
ら
れ
た
海
水
が
強
風

に
よ
り
運
ば
れ
、
広
範
囲
の

塩
害
が
発
生
し
た
。
元
来
、

黒
松
は
塩
害
に
強
い
樹
木
だ

が
、
土
壌
自
体
が
塩
害
に
や

ら
れ
る
と
、
根
か
ら
塩
分
を

吸
収
し
極
め
て
ゆ
っ
く
り
と

枯
死
が
進
行
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
の
経
過
を

見
守
っ
て
き
た
が
、
昨
今
、

町
内
の
多
く
の
黒
松
に
同
様

の
塩
害
と
思
わ
れ
る
枯
死
や

変
色
が
進
行
し
て
い
る
。
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
黒
松
も
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
更

な
る
落
下
や
倒
木
が
心
配
さ

れ
る
よ
う
な
状
態
な
の
で
、

今
後
は
町
民
の
安
全
を
最
優

先
に
、
伐
採
も
視
野
に
入
れ

て
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
柏
倉
　
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
外
周
に

黒
松
を
植
え

た
由
来
は
。

　
町
長
　
町

木
だ
か
ら
で

は
な
い
か
と

思
う
。
昭
和

　
年
に
植
栽

５８し
、
１
８
４

本
を
３
７
０

万
円
で
植
え

た
が
、
　

年
５９

３
月
に
塩
害

が
起
き
、
昭

和
　
年
に
全

５９
部
撤
去
し
て

植
え
替
え
を

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
黒
松
の
管
理
は

（
町
長
）
伐
採
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る

―
 柏
倉
恵
里
子
　
議
員
 ―

し
た
。
そ
の
木
が
現
在
樹
齢

　
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３４　
柏
倉
　
土
が
塩
分
を
含
ん

で
い
る
こ
と
は
検
査
済
か
。

　
町
長
　
専
門
家
で
あ
れ
ば
、

掴
ん
で
み
て
、
見
た
目
で
わ

か
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
何
本

か
切
っ
た
が
、
切
り
株
自
体

が
真
っ
黒
で
塩
害
の
大
き
な

証
拠
と
し
て
断
定
し
た
。

中学校グラウンド外周の黒松



一

般

質

問

（８） おしゃまんべ議会だより 第１９２号

　
橋
本
　
町
立
病
院
は
築
　３０

年
を
経
過
し
、
維
持
管
理
に

は
相
当
の
費
用
負
担
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

海
岸
線
か
ら
近
く
、
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、

津
波
襲
来
時
に
は
浸
水
域
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
年
３
月
策
定
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、

大
き
な
修
繕
が
必
要
と
な
る

前
に
予
防
保
全
型
の
修
繕
等

を
重
ね
、
長
寿
命
化
を
図
り
、

建
て
替
え
も
視
野
に
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　
施
設
と
し
て
の
町
立
病
院

の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
維
持
管
理
し
て
い
く

の
か
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
現
在
、
庁
舎
内
に

副
町
長
を
中
心
と
し
た
検
討

会
議
を
設
置
し
、
今
後
の
病

院
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
町
立
病
院
は
津
波
の
浸
水

域
に
あ
り
、
耐
震
基
準
に
問

題
は
な
い
が
、
塩
害
な
ど
に

よ
り
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、

耐
用
年
数
も
近
づ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
維
持
管
理
に
は
多

額
の
費
用
が
想
定
さ
れ
る
。

　
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

で
策
定
し
た
と
お
り
、
当
面

は
病
院
と
し
て
の
経
営
形
態

を
維
持
す
る
が
、
町
民
の
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の

医
療
の
部
分
を
担
う
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
必

要
と
な
る
の
か
、
道
の
医
療

構
想
や
、
平
成
　
年
の
医
療

３０

改
訂
の
中
身
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

　
橋
本
　
耐
用
年
数
も
近
づ

い
て
き
て
い
る
。
大
変
厳
し

い
財
政
の
な
か
、
検
討
会
議

は
前
向
き
な
方
向
に
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
町
長
　
町
立
病
院
は
築
　３５

年
を
経
過
し
、
耐
用
年
数
と

し
て
は
約
　
年
を
目
安
と
し

４０

て
い
る
。

　
１
回
目
の
検
討
会
議
で
は
、

今
の
建
物
を
補
修
と
な
る
と
、

今
後
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か

か
る
か
、
建
て
替
え
る
と
し

た
ら
ど
の
程
度
の
規
模
の
病

院
に
す
る
か
検
討
し
た
。

　
２
回
目
は
、
病
院
の
建
て

替
え
予
定
が
あ
る
平
取
町
へ

視
察
に
行
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
病
院
を
建
て
替
え
る
と

な
る
と
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
に
載
せ
た
り
、
議
会
や
町

民
へ
の
説
明
な
ど
協
議
の
進

め
方
、
ま
た
、
財
政
的
見
地

か
ら
の
調
査
が
必
要
と
な
る

た
め
で
あ
る
。

　
最
初
か
ら
方
向
づ
け
を
す

る
と
検
討
会
議
の
意
味
が
な

く
な
る
の
で
、
検
討
を
し
た

後
に
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
。

　
橋
本
　
検
討
会
議
の
結
果

は
い
つ
頃
で
る
の
か
。

　
町
長
　
可
及
的
速
や
か
に

結
論
を
出
せ
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
が
、
財
政
検
証
に
も
時

間
が
か
か
る
の
で
、
時
期
に

つ
い
て
は
明
言
で
き
な
い
。

　
何
は
と
も
あ
れ
医
師
を
確

保
し
、
町
民
が
安
心
し
て
病

院
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
に
重
き
を
置
き
頑

張
り
た
い
。

病院施設の将来像は

（町長）今後、どのような施設が必要となるのか
                　　　　　　　検討を進めている

― 橋本　收司　議員 ―

町立病院



一

般

質

問

（９）おしゃまんべ議会だより 第１９２号

　◇地方財政の充実・強化を求める意見書

　◇林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出提出しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　意見書２件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

　
長
﨑
　
現
在
、
ほ
と
ん
ど

の
町
道
は
舗
装
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
通
行
量
が
多
い
路

面
で
は
「
わ
だ
ち
」
や
「
ひ

ず
み
」
、「
ひ
び
割
れ
」
な
ど

が
目
立
つ
。
特
に
、
中
山
大

通
線
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら

が
原
因
で
大
型
車
両
が
通
過

す
る
際
の
振
動
が
大
き
く
、

町
民
か
ら
の
苦
情
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
新
幹
線
工
事
関

連
の
資
材
積
載
車
な
ど
、
大

型
車
両
の
搬
出
入
で
交
通
量

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
振
動
や
騒
音
の
原
因
を

特
定
し
、
速
や
か
な
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
町
道
の
舗
装
に
か

か
る
路
面
異
常
に
つ
い
て
は
、

道
路
巡
回
や
町
民
か
ら
の
情

報
提
供
に
よ
り
速
や
か
に
確

認
作
業
を
行
い
、
危
険
度
や

緊
急
度
、
予
算
等
を
勘
案
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
中
山
大
通
線
に
つ
い
て
は
、

た
び
た
び
大
型
車
両
通
行
時

の
振
動
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

主
な
原
因
は
、
道
路
横
断
管

い
な
い
。
今
後
も
、
工
事
の

施
工
形
状
や
施
工
時
期
を
検

討
し
、
段
差
に
よ
る
振
動
が

極
力
な
い
よ
う
に
務
め
た
い
。

　
新
幹
線
工
事
に
関
し
て
は
、

ま
だ
地
盤
調
査
の
段
階
で
あ

る
。
今
後
、
鉄
道
運
輸
機
構

と
の
協
議
で
、
ど
の
路
線
に

ど
の
よ
う
な
車
両
が
ど
の
程

度
通
行
す
る
か
判
明
す
る
。

具
体
的
な
工
事
内
容
が
確
定

次
第
、
機
構
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
で
き
る
限
り
地
域

住
民
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
実
現
に
努

め
た
い
。

　
オ
ー
バ
ー
レ
イ

（※）　
段
差
解
消
の
た
め
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
補
修
工
法

町道の維持管理について

（町長）快適な環境整備を目指す

― 長﨑　厚　議員 ―

中山大通線（学習文化センター付近）

等
の
埋
設
物
更
新

工
事
な
ど
で
、
既

存
の
舗
装
を
切
り

剥
が
し
て
埋
め
戻

し
を
行
っ
た
箇
所

に
段
差
が
生
じ
た

た
め
で
、
そ
の
都

度
、
部

分

的

な

オ
ー
バ
ー
レ
イ
　（※）

や
舗
装
改
良
な
ど

の
対
応
を
し
て
段

差
解
消
を
行
っ
て

お
り
、
現
在
、
苦

情
は
寄
せ
ら
れ
て



（１０） おしゃまんべ議会だより 第１９２号

委 員 会 活 動

４月25日

　①議会改革等に関する調査

　　議事進行等について協議

５月11日

　①議会改革等に関する調査

　　傍聴規則の見直しについて協議

６月20日

　①議会改革等に関する調査

　　傍聴規則の見直しについて協議

議会改革等に関する
調査特別委員会

４月14日

　①議会だより第１９１号を編集

６月20日

　①議会だより第１９２号の編集について

　　協議

議会広報編集特別委員会

議会運営委員会

５月８日

　①第２回臨時会の運営について協議

６月12日

　①第２回定例会の会期及び日程、提出

　　される議案などの取扱いについて協

　　議

　②所管事務調査

　　第３回定例会までの所管事務調査を

　　協議

６月15日

　①第２回定例会の運営について協議

４月25日

　①環境衛生事業

　　葬斎場改修工事について調査

６月12日

　①環境衛生事業

　　清掃センター及び一般廃棄物最終処

　　分場等について調査（現地調査）

　②所管事務調査

　　第３回定例会までの所管事務調査を

　　協議

総務常任委員会

６月５日

　①土木事業

　　普通河川川瀬川維持事業について調

　　査（現地調査）

　②農業振興

　　公共牧場入牧状況について調査

　③水産振興

　　ホタテ稚貝生育状況について調査

　④所管事務調査

　　第３回定例会までの所管事務調査を

　　協議

産業建設常任委員会



（１１）おしゃまんべ議会だより 第１９２号

　第３回定例会（９月）までの各常任委員会、議会運営委員会の所管事務等の調査事項を次

のとおり決めました。

　《総務常任委員会》　　　　　　　　　　《産業建設常任委員会》

　　・町税収納対策　　　　　　　　　　　・町営住宅料収納状況

　　・環境衛生事業　　　　　　　　　　　・農業振興

　　・社会教育施設の利用状況　　　　　　・林業振興

　《議会運営委員会》

　　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
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開催日会　　議　　名 辻
 
　（義）

柏
 
倉

 
村
 
川

大
 
谷

橋
 
本

高
 
森

辻
 
　（紀）

長
 
﨑

北
 
川

○○○○○○○○○○６月１５日
第 ２ 回 定 例 会

○○○○○○○○○○６月２０日

○○○○○○○○○○５月１１日第 ２ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○○５月８日

議 会 運 営 委 員 会 ○○○○○○○○○○６月１２日

○○○○○○○○○○６月１５日

○○○○○○○○○○５月８日
全 員 協 議 会

○○○○○○○○○○６月１２日

○○○○○○○○○○４月２５日
総 務 常 任 委 員 会

○○○○○○○○○○６月１２日

○○○○○○○○○○６月５日産業建設常任委員会

--○○--○○--４月１４日
議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

--○○--○○--６月２０日

○○○○○○○○○○４月２５日

議会改革等に関する
調 査 特 別 委 員 会

○○○○○○○○○○５月１１日

○○○○○○○○○○６月２０日

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

● 議員の出席簿 ● 平成２９年４月～平成２９年６月
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議 会 う ご きの

 ４月　
　６日　長万部小学校入学式 各議員
　　　　長万部中学校入学式 各議員
　10日　長万部高等学校入学式 各議員
　　　　東京理科大学入寮式、全学懇親会 
 議　長
　26日　渡島町村議会議長会臨時総会
　　　　（函館市） 議　長
 ５月
　11日　第２回臨時会 全議員
　20日　戦没者慰霊祭 議　長
　22日　渡島総合開発期成会定期総会
　　　　（函館市） 議　長
　23日　長万部商工会通常総代会 議　長
　　　　長万部観光協会通常総会　議　長
　24日　北渡島檜山４町議会連携協議会設
　　　　立準備会役員会（八雲町）
 長﨑議員
　25日～26日　北海道新幹線中央要望（横
　　　　浜市・東京都） 議長・副議長

　30日～６月１日　町村議会議長副議長研
　　　　修会（東京都） 副議長
 ６月
　１日　Ｂ＆Ｇ財団専務理事来町　議　長
　２日　原水爆禁止国民平和大行進来庁
 議　長
　７日　北海道新幹線長万部鉄道建設所開
　　　　所式 議長・副議長
　９日　緑と樹を愛する会総会 副議長
　13日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　　（札幌市） 議　長
　15日　第２回定例会 全議員
　16日　長万部町自衛隊家族会・協力会定
　　　　期総会 議　長
　19日　北海道新幹線立岩トンネル（ルコ
　　　　ツ工区）安全祈願祭 議長・副議長
　20日　第２回定例会 全議員

議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は９月です

議会を傍聴してみませんか

委員会も署名するだけで　

　傍聴することができます
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今
回
の
計
画
変
更
を
受
け
、

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
現
実
的
な
計
画
を
早
期

に
求
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

す
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議
会
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、
町
よ
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示
さ
れ
た
計
画
に
対
し
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会
を
実
施
、
ま
た
、
日
常
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議
員
活
動
の
中
で
町
民
皆
様

の
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
高
森
　
功
治

　
副
委
員
長
　
辻
　
　
紀
樹

　
委
　
　
員
　
村
川
　
　
毅

　
　
〃
　
　
　
 
　
　
　
健

この広報紙は

再生紙を使っ

ています。


